
垂
井
町
合
併
70
周
年
記
念
式
典

節
目
の
年

　 さ
ら
な
る
ま
ち
の

　
　
　
　
　 発
展
を
誓
う

約
4
0
0
人
が
出
席

　
９
月
29
日（
日
）文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
で
垂
井
町
合
併
70
周
年

記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

国
・
県
関
係
者
、
近
隣
市
町
長

の
ほ
か
、
日
頃
か
ら
垂
井
町
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
関
係

者
の
み
な
さ
ん
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。

70
年
の
歩
み
を
振
り
返
る

　
合
併
当
時
の
ま
ち
の
様
子

や
、
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
の
歴

史
、
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
を
映

像
に
ま
と
め
、
式
典
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
と
し
て
放
映
。
70
年
の

歩
み
を
会
場
の
み
な
さ
ん
と
振

り
返
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

み
な
さ
ん
を
表
彰

　
福
祉
や
教
育
、
防
災
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
垂
井
町
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を

表
彰
し
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
を

称
え
ま
し
た
。

迫
力
あ
る
演
奏
を
披
露

式
典
に
花
添
え
る

　
式
典
終
了
後
に
は
記
念
演
奏

会
と
し
て
、
不
破
高
等
学
校
、

不
破
中
学
校
、
北
中
学
校
の
吹

奏
楽
部
、
Ｔ
Ｓ
Ｓ
〜
ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
垂
井
〜
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
演
奏
で
、
式
典
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　被
表
彰
者
の
み
な
さ
ん 

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

自
治
功
労

廣
瀬
文
典
　
　
⻆
田
　
寛
　
　
安
田
　
功
　
　
吉
野
　
誠

保
健
衛
生
功
労

山
﨑
松
孝
　
　
多
賀
　
真
　
　
上
田
祐
司
　
　
水
野
美
代
子

堀
田
静
代

社
会
福
祉
功
労

飯
沼
千
代
子
　
髙
木
興
德
　
　
松
原
裕
子
　
　
岩
田
佐
登
子

小
竹
典
子
　
　
福
祉
ふ
れ
あ
い
の
会

産
業
功
労

市
川
正
孝
　
　
柏
　
重
利
　
　
山
水
國
男
　
　
山
口
　
茂

山
口
輝
雄
　
　
永
松
誠
一
　
　
高
木
和
夫

教
育
体
育
文
化
功
労

林
　
憲
淳
　
　
小
竹
一
成
　
　
渡
邉
成
子
　
　
冨
田
正
己

兒
玉
吉
彦
　
　
垂
井
町
菊
友
会

交
通
安
全
功
労

松
井
　
隆
　
　
垂
井
町
交
通
安
全
女
性
連
絡
協
議
会

防
災
功
労

桑
原
和
憲
　
　
長
澤
辰
彦
　
　
佐
部
利
悟
　
　
山
口
義
直

社
会
貢
献
活
動
功
労

ク
ラ
レ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
㈱
伊
吹
工
場
　
　
廣
瀬
良
男

合併70周年記念　文化講演会 町長式辞（抜粋）

中高生による町民憲章唱和 特別表彰

記念演奏会

不破高等学校吹奏楽部 北中学校吹奏楽部

鷹橋凛亜さん（不破高校１年） 山本喜代佳さん（北中学校３年） 自治功労表彰を代表受領される廣瀬文典さん勝　七海さん（不破中学校２年）

ＴＳＳ～ウインドアンサンブル垂井～

PICK
UP フリーアナウンサーの古館伊知郎さんをお招

きし、文化会館大ホールで文化講演会を開催
しました。正しい言葉でなくても伝わってし
まう日本語の表現の難しさや、人間は常に生
まれ変わるもので、過去の自分ではなく未来
の自分を大切にすることなど、自身の経験を
交えながら講演いただきました。古館さんの
テンポの良いトークに終始会場は笑いに包ま
れ、参加した約600人を楽しませてくれまし
た。

　
垂
井
町
は
、
昭
和
29
年
９
月
10
日
、
旧
垂

井
町
を
中
心
に
宮
代
村
、
表
佐
村
、
府
中
村
、

岩
手
村
、
荒
崎
村
の
一
部
で
あ
る
綾
戸
地
区

が
合
併
し
て
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
更
に
同

年
12
月
に
は
合
原
村
の
一
部
で
あ
る
栗
原
地

区
を
編
入
し
、
以
来
70
年
、
豊
か
な
自
然
と

文
化
を
脈
々
と
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
発
展
を

遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
我
が
国
は
今
、
少
子
化
に
よ
る
急
激
な
人

口
減
少
、
長
寿
社
会
の
到
来
、
自
然
災
害
の

頻
発
・
激
甚
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
地

域
経
済
の
変
化
、
価
値
観
や
生
活
様
式
の
多

様
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
局
面
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
歩

み
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
時
代
に
対
応
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
住
民
と
議
会
と
企
業
と
行
政
が
手
を
携

え
、
強
く
結
束
・
連
携
し
な
が
ら
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
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